
 

 

 

 

 

 

  

第８号(2016年 1・2・3月号) 
発行元：Team こどもみらい 

 長野県松本市内 
teamkodomomirai@gmail.com 

070-5268-634747 こどみら 
こ ど も・いのち・みらいを考える 

みんなをつなげる 

 

「こどみら」では、東日本大震災の避難者と支援団体・避難先地域・避難元地域を「つなげる」情報の共有を目的としています。身近に
ご存じのさまざまな情報をぜひお寄せください。取材に伺います。 宛先：teamkodomomirai@gmail.com 070-5268-6347 

あ
り
が
と
う
！
「
第
４
回
」 

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2

0

1

５ 

ま
だ
ま
だ
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
！ 

命
を
は
ぐ
く
む 

～
お
母
さ
ん
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

2
月
20
日
（
Ｍ
ウ
ィ
ン
グ
６
Ｆ
ホ
ー
ル
）
、

3

月

21

日
（
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）
と
２
回
に
渡
り
、
鎌
仲
ひ
と
み
監
督

「
小
さ
き
声
の
カ
ノ
ン
」
の
上
映
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

2
月
20
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
鎌
仲
ひ

と
み
監
督
が
来
場
し
、
放
射
能
汚
染
地
域
に

住
み
続
け
ざ
る
を
得
な
い
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
保
養
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。 

【特
集
：フ
ォ
ー
ラ
ム
ア
ン
ケ
ー
ト
三
面
】 

 

3
月
21
日
上
映
会
後
の
午
後
に
は
、
ま

つ
も
と
子
ど
も
留
学
主
催
で
、
「
福
島
は
今
ど

う
な
っ
て
る
の
？ 

-

2

0
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6
年
問
題
と

は-

」
と
題
し
て
、
お
し
ど
り
マ
コ
・
ケ
ン
さ
ん
が

来
松
し
、
福
島
原
発
事
故
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
説
し
ま
し
た
。 

せ
の
中
で
お
し
ど
り
マ
コ
さ
ん
は
、
「
私
た
ち

は
毎
日
、
選
挙
を
し
て
生
き
て
い
る
。
何
を
選

ぶ
か
、
何
を
食
べ
る
か
、
何
に
お
金
を
使
う

か
。
一
つ
一
つ
の
選
択
が
、
あ
な
た
の
一
票
で

す
よ
」と
強
く
伝
え
て
い
ま
し
た
。 

 

＊
集
荷
場
所
協
力
＊ 

 
 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
て
と
て
（
岡
田
下
岡

田
）／
C

A

F

E
さ
れ
ど(

中
央) 

／
シ
ル
バ
ー
カ

フ
ェ
沢
村
店
（
沢
村)

／
日
本
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
連
帯

基
金(

浅
間
温
泉)  

／
ゆ
る
カ
フ
ェ
日
和

m
anaya(

野

溝
木
工) 

／
美
容
室
な
ご
み
（塩
尻
市
）
（順
不
同
） 

＊
取
材
協
力
＊ 

 
 

中
日
新
聞 

＊
配
送
協
力
＊ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ
ロ
ー
ム
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー 

◎
個
人
や
団
体
の
方
々
か
ら
多
数
お
問
合
す
や
持
ち
込
み

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

福
島
県
福
島
市 

福
島
ル
ン
ビ
ニ
ー
保
育
園 吉

岡
副
園
長 

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
贈
り

物
を
し
て
い
た
だ
き
、
お
礼
の
言
葉
も
あ

り
ま
せ
ん
。 

震
災
後
、
初
め
て
、
他
所
さ
ま
か
ら
こ

の
よ
う
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
有
難
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

私
た
ち
は
、
放
射
能
の
汚
染
を
と
て
も

気
に
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。 

つ
い
先
日
（
※
２
０
１
５
年
１
２
月
）

に
も
、
シ
ャ
ロ
ー
ム
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー

の
吉
野
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
園
庭

の
放
射
線
量
を
測
っ
て
い
た
だ
い
た
ば
か

り
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ど
ん
ぐ
り
や
ま

つ
ぼ
っ
く
り
を
被
災
地
に
贈
り
、
多
く
の
方
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
発
震
災
の
被
汚

染
地
域
（
福
島
県
と
近
隣
県
を
含
む
）
で
は
、

下
の
写
真
の
よ
う
に
外
遊
び
を
十
分
に
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。 

 

今
後
も
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
る
予
定
で

す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
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あ
の
頃
の
３
月
・
・
・
２
０
１
１
年 

神
奈
川
県
か
ら
熊
本
県
に
避
難 

Ｓ  

原
発
が
爆
発
し
て
か
ら
五
年
経
と
う
と

し
て
る
。 

 

未
だ
に
放
射
能
が
漏
れ
た
ま
ま
で
、
日
々

ど
う
に
も
な
っ
て
い
な
い
の
に
、
な
ん
だ
か
す

ま
し
た
顔
し
て
皆
日
常
を
生
き
て
い
る
。
生

き
な
が
ら
ど
う
に
も
な
ら
な
い
未
来
へ
向

か
っ
て
い
る
。 

 

あ
の
頃
の
３
月
の
晴
れ
た
空
を
思
い
出

す
。 

 

だ
け
ど
色
ん
な
こ
と
を
も
う
捨
て
た
り
、

忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
て
き
た
。 

 

原
発
が
爆
発
し
て
い
な
け
れ
ば
私
た
ち
は

今
ど
こ
で
何
を
し
て
い
た
だ
ろ
う
。 

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
身
内
も
一
部
に
は

い
ま
し
た
が
、
い
つ
、
無
理
矢
理
連
れ
戻
さ
れ
る
の

か
、
身
近
な
身
内
か
ら
縁
を
切
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
不
安
と
と
も
に
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。 

せ
れ
で
も
、
こ
こ
ま
で
親
子
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
松
本
で
縁
あ
っ
て
繋
が
っ
た
仲
間
た
ち
や
地

元
の
方
々
の
お
か
げ
で
す
。 

避
難
者
仲
間
と
は
情
報
交
換
を
し
た
り
、
避
難

者
な
ら
で
は
の
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
愚
痴
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
り
。
娘
が
入
院
し
た
時
に
は
、
何
人
も

の
仲
間
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
自
身
が
体
調
不
良
の
時
は
、
避
難
者
仲
間
だ

け
で
は
な
く
、
地
元
の
方
に
も
助
け
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。 

避
難
し
て
き
た
と
き
は
、
縁
も
ゆ
か
り
も
無
い
松

本
の
地
で
し
た
が
、
今
で
は
た
く
さ
ん
の
ご
縁
に
恵

ま
れ
、
松
本
は
第
二
の
故
郷
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
避
難
当
時
３
歳
で
、
松
本
で
も
う
人
生
の
半
分

以
上
を
育
っ
た
娘
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
故
郷
な
の

で
し
ょ
う
。 

松
本
で
ご
縁
が
あ
っ
た
方
々
に
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
最
終
的
に
私
た
ち
親
子
が
松
本
に
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
千
葉
の
身
内
た
ち
に
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。 

せ
し
て
、
物
心
つ
く
前
に
父
親
か
ら
引
き
離
さ

れ
、
せ
れ
で
も
小
さ
い
な
が
ら
に
、
「
な
ず
母
子
で
松

本
に
住
ん
で
い
る
か
」
を
理
解
し
て
、
頑
張
っ
て
い
る

娘
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
！ 

あ
な
た
が
、
元
気
に
大
人
に
な
っ
て
、
素
敵
な
人

生
を
歩
ん
で
い
け
る
土
台
を
築
け
る
よ
う
、
お
か
あ

さ
ん
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
！
！ 

千
葉
県
よ
り
避
難 

K 

2

0

1

2
年
に
、
千
葉
県
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
か

ら
松
本
に
母
子
移
住
し
て
か
ら
、
丸
4
年
。
せ
し
て
、

震
災
後
5
年
目
の
今
年
。
松
本
に
来
た
当
時
3
歳

だ
っ
た
娘
は
、
4
月
に
は
小
学
校
に
入
学
で
す
。 

娘
が
松
本
の
小
学
校
に
通
う
の
が
決
ま
っ
た
の
は
、
つ

い
数
ヶ
月
前
。
や
っ
と
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
、
こ
こ
か

ら
が
正
念
場
だ
、
と
い
う
心
境
で
す
。 

避
難
当
初
し
ば
ら
く
は
、
千
葉
に
住
ん
で
い
る
一

部
の
身
内
か
ら
は
あ
ま
り
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
早
く

戻
る
よ
う
に
、
と
言
わ
れ
続
け
ま
し
た
。
時
に
は
罵
倒

さ
れ
る
こ
と
も
…
。
同
じ
よ
う
な
状
況
の
方
は
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
非
常
に
辛
い

思
い
を
し
ま
し
た
。 

自
分
で
選
ん
だ
と
は
い
え
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
土

地
に
突
然
来
て
、
母
子
で
暮
ら
し
、
仕
事
も
し
な
け
れ

ば
生
活
で
き
ま
す
ん
。
た
だ
で
さ
え
不
安
な
状
況
な
の

に
、
身
内
か
ら
避
難
し
た
こ
と
や
子
を
心
配
す
る
心

情
を
否
定
さ
れ
続
け
ま
し
た
。 

*「Ｃターン」とは* 
ＣターンのＣは、Ｃｈｉｌｄ

( チャイルド：子ども) のＣ。子
どもを環境汚染（放射能被曝など）
から守るために、移住・避難・疎
開を選択することです。 

五
年
目
に
寄
せ
て 

私
の
C
タ
ー
ン 



  

不登校などのお子さんに寄り添う 
ということ 

「はぐルッポ」・「はぐまつ」 
 

  3 月 17 日、松本市子育てコミュニティサイトプロ

ジェクト事務局 西森 尚己さんの講演会がありまし

た。西森さんは、震災直後の 2011 年 4 月、松本市と

協働で子育てのワンストップサイト「はぐまつ」を立ち

上げました。 

３．１１時は、和田の情報センターで「はぐまつ」サイ

トの最終作業を行っていました。その時抱いた危機感

がきっかけとなり、避難者支援を続け、「まつもと震災

支援ネット」にも参加しています。 

はぐルッポとは、はぐ（ハグ（抱っこ）する、育む）＋

グルッポ（イタリア語でグループ【組】）の意味を持たせ

て名づけました。 

家庭環境、学校環境（いじめなど）などさまざまな理

由により、不登校になってしまった、子どもたちを「受

け止めて（ハグ）、みんなで（グルッポ）育てていこう

よ！」という西森さんの熱い気持ちがこもっています。 

 「人生、山あり、谷あり、穴あり」深くて一人で上が

れない穴に落ちてしまった子がいたら、みんなで考え

て一緒に解決していきましょうよ、と呼びかけます。 

子どものために、と日々の生活を振り返ったときに

「見守りという名の放置」、「思いやりという名のウザさ」

を子どもは感じているかもしれないですよ？本当に子

どものためになっていますか？と問いかけます。 

  「  はぐルッポで作業をして帰る子が、「『はぐルッポ』

は俺に元気をくれる場所だー！！」と叫びながら、自

転車に乗って走っていくとき、西森さんもまた元気をも

らうと嬉しそうに話していました。 

【問合せ先】 

 子ども支援・相談スペース旭・はぐルッポ 

TEL:0263-31-3373（FAX同） 

E-mail：hugmatsu@sky.plala.or.jp 

まつもと震災支援ネットフォーラム 
 ～命はぐくむ～ 

 

１面で紹介した、鎌仲ひとみ監督「小さき声のカ

ノン」（2 月 20 日、3 月 21 日上映）の来場者アン

ケートの中から幾つかを掲載します。 

松本市と協働で被災者支援活動を続ける、ま

つもと震災支援ネット１０団体主催のフォーラムと

して開催され、約 80名の来場者がありました。 

 

久しぶりに身が引き締まる思いでした。 

子どもを守れるのは親がしっかりしなければ。忘

れてはいけないです 

保養に取り組んでいこうという呼びかけるプログ

ラムで市民の皆さんをさらに巻き込んでいければ

と思います。 

保養について考えさせていただきました。長く

必要なのですね。できることがあれば協力したいと

思います。 

少数派なことに慣れていて、どこか疲れたり、開

き直っていたように思いました。お手伝いできるこ

とがあったら参加したいです。保養に携われるよう

になれたらいいです。 

現状を知らない人がたくさんいます。私もそうで

す。でも目の前にいま、福島で子どもを育てなけ

ればならないお母さんを見れば、話を聞けば、人

は心を動かされます。こういう機会は大切だと思い

ました。  ～20

代

3%

30代
24%

40代
32%

50代
14%

60代
～

27%

年齢

第６７回全国植樹祭 ６月５日（日）開催。緑はぐくむイベントにご参加を！ 
 
私たちＴｅａｍこどもみらいでは、被災地にどんぐりを贈る「どんぐりプロジェクト」の一環として、昨年から全国

植樹祭に参加して、どんぐりの苗木を育ててきました。今年、5月 27日より全県で植樹会が行われます。 中信
地区では、下記の日程となります。苗木の植樹会に、みなさんも参加してみませんか？ 

 
 ５／２７（金） あづみの池田クラフトパーク（池田町） 
 ５／２８（土） 湊地区＜本沢川上流＞（岡谷市） 
 ６／ ５（日） アルプス公園（松本市） 
 
問合せ先：長野県庁 林務部 森林づくり推進課 全国植樹祭係  
    Tel  ０２６－２３５－７２７６  Fax ０２６－２３４－０３３０                               

    

全国植樹祭ながの 2016 



 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふぁーむしかない      

メール：haruki_0714@yahoo.co.jp 

電話：090-3905-5458 
 

長野県松本市で２００７年より農薬や科学肥料、除草剤を使用せずに野菜を多品目栽培していま
す。地元スーパーの地場産野菜コーナーなどで買うことができます。 
お母さんたちに好評なのは、四季折々のお野菜をメールオーダーでお届けしてくれる、「お野菜

セット」。日時も内容もできるだけ都合を合わせていただけます。 
 

 

横浜市の小学校地下に除染土（放射性廃棄物）保管中 
 
神奈川県横浜市内の複数の小学校では、2011年から少なくとも18校で8000

ベクレル以上の汚染が確認され、除染が行なわれました。2015年も同様の数値
が検出されました。 
除染した堆積物などは、子どもたちの遊ぶ校庭に一部埋め戻され、また、高

濃度のものは、ドラム缶に入れられ学校の地下室に保管されたままです。 
福島県内でも、先日除染土を詰めたフレコンバックの劣化により飛散が確認

されました。「仮置き場」でのずさんな管理も明らかになっています。 
環境省は、被災地に溢れる放射性廃棄物の処理を全国で再利用する方針

です。保管されている高濃度汚染物を地下30ｃｍ以下に埋め戻せば、周辺住
民の外部被ばく量は年間10ミリシーベルトに抑えられるとして、公園や学校への
除染土の埋め戻しや、公共物の建築資材として利用する方針を固めています。 
汚染された鉄材などは、フライパンのような調理器具や子どもたちの遊具へ

の再利用を行う方針です。原発震災前は、年間１ミリシーベルトが許容範囲でし
た。みなさんは年間何ミリシーベルトが許容範囲でしょうか？ 

 

編集・製作：こどみら編集部 （編集責任者：瀬谷 理恵） 
題字：海老原拓夫 
協力：cafeされど／ユニオンサポートセンター／みなさま 
取材協力：シャローム災害支援センター／福島ルンビニー保育園／まつもと震災 

 支援ネット／はぐまつ・はぐルッポ／長野県林務部／ふぁーむしかない 
／学校・保育園の放射能対策＠横浜（順不同） 

編集後記 

「３１１甲状腺がん家族の会」が福島で立ち上がりました。

３.１１後に甲状腺がんと診断され、設立趣旨にご賛同いた

だける方はどなたでも参加できるそうです。もし、判定Ａ

２の会があったら我が家は参加します。      （S） 

問合せ先：teamkodomomirai@gmail.com 

【本誌を読み終わったら】 どうぞ、大切な方にお渡しください。ひとりの「いっぽ」を一緒に実現しませんか？ 

いつも利用しているお母さんの声を紹介します 

鹿内さんの宅配お野菜を取り始めてから早２年
近くになります。移住した当初は、とにかく西日
本の汚染されてない地域の野菜じゃないと！と頑
なだった私。 
被曝対策として試行錯誤する中で『一番の対策
は“活きた酵素を取り込む”ことでは？』と思い
当たり、結局は『地産地消』『無農薬』にたどり
着きました。 半割りした白菜を漬け物にしよう
と日に干していたら、ニョキッと芯から花が咲い
ちゃいました！ジャガイモからは、立派な芽が出
て葉が伸びてきて！！ 本当に「生きた命をいた
だいている」感じがします。 
 機会がありましたら、ぜひぜひ鹿内農園のお野
菜をひとかじりしてみて下さい！きっと「明日も
頑張ろう！！」と元気が湧いてきますよ！ 

ふぁーむしかないさんより 

全ての野菜を無農薬、
無化学肥料でつくってい
ます。野菜の生命力を最
大限に信じて、自分達は
その手伝いをします。 
野菜の声に耳をすま

し、時には声がけして、
野菜たちの顔をみながら
の畑作業です。（でも、
草取りが追いつかず、悔
しいこともしばしばで
す） 
野菜の命は尊くて、家

族という感じでいます。 

みんながおすすめのお店情報 ～ ふぁーむしかない～ 


